
北海道のアナストモージング河道とその消失時期

米 地 文夫＊

はじめに

従来知られていた河道タイプに，新たに加える

べきタイプとして，アナストモージングanasto‐

mosing河道が注目（Rustl978など）されて以来，

地形学，地質学をはじめ関連諸分野において次第

に研究が進んできている。しかし，現在の日本に

おいてはこの河道の例が少ないためか，筆者らの

一連の研究を除いては報告が無い。この小論は日

本のなかでアナストモージング河道とその旧河道

およびその記録の最も多い北海道について，現在

までに得られた知見をまとめ，中間的報告とし，

今後この河道に関する情報を寄せて頂く機縁とし

たいと考えている。

１．アナストモージング河道とは何か

アナストモージング河道とは，蛇行河道，ブレ

イデッドbraided河道(いわゆる網状河道)，直線

状河道と並ぶべき河道パターンで,筆者はかつて，

同種のものに帆網状曲流〃の語を与え，1983年秋

の北海道地理学会･東北地理学会合同大会（函館）

で発表した（米地1984）が，先行する論文（Rust

l978・Smithl980など）の存在を知り，以降．ア

ナストモージング河道〃として若干の考察を行っ

てきた（米地1986,Yonechi＆WinMaungl986

など)。

アナストモージング河道は，網の目のように分

流と合流を繰り返す点ではブレイデッド河道（い

わゆる網状河道）に似るが，大きく屈曲する点で

は，蛇行河道に似る（図ｌ）。

プレイデッド河道（いわゆる網状河道）は河床

勾配が大で，流れは速く，砂喫の作るバーは小さ

く，氾濫のたびに形状を変える。これに対してア

ナストモージング河道は河床勾配は小さく，流れ
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図ｌ沖積河道の４つの主なタイプと特徴的なチャネ

ル・バー（流路州）

Selby（1985）による。アナストモージング河道以外は

チャネル･バーがあることに注意。点の打ってある部分

がバーで，洪水期には冠水する。

Iま極めて緩やかで，微細な堆積物が作る中の島は

大きく，安定しており，集落や耕地，林地が載る

こともある。

通常の蛇行は流路がシフトし，バーを作るのに

対し，アナストモージング河道は安定しており，

流路は固定的である。

現在の日本に，このアナストモージング河道は

（三角州の分流や北海道東部の湿原の河流を除け

ば）ほとんど見られない。しかしこれまで単流路

が順次その位置を変えてきた旧流路跡とされてい

たものの中に，複数の流路が同時に共存していた

アナストモージング河道であったものが含まれて

いる可能性が高く，古地図，古文書，旧版の地形

図，空中写真および地名などの資料により再検討

する必要がある。

特に北海道は，自然条件に類似点が多いサハリ

ンにおいてポロナイ川などにこの河道の発達が良
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２．現存する北海道のアナストモージング河道の

分布

現在の北海道では道東の湿原に小規模なものが

見られる｡国土地理院の１９８６年刊行の五万分一地

形図にも図示されているものとしては，釧路湿原

のものが明瞭で，特にその北半部には釧路川，雪

裡川とその支流・分流のケネチャラシベ､ソ川，久

図２釧路湿原北半部のアナストモージング河道

国土地理院五万分の一地形図「大楽毛」1985年発行（1983年改測）を用い，その中の河川・水路に墨を入れ，若干線を

太くして解り易くした。
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いこと，また北海道は本州以南に比し水田化の遅

かったこと，などからみても，このアナストモー

ジング河道が多数存在していたことや，現存する

ものもあることが予想された。調査は主として地

形図や古記録類を用い,一部は現地調査も行った。
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図３北海道開拓使発行の地図におけるアナストモージング河道

1875年北海道開拓使地理課刊行125万分の一「北海道之図」の十勝川流域部分

矢印は明瞭にアナストモージング河道が図示されている箇所,上流から順に,屈

足南方，芽室付近，幕別北方（図４の部分）

著呂川，チルワツナイ川，幌呂川などが複雑なア

ナストモージング河道をなし(図２)，また厚岸湖

に注ぐ別寒辺牛川やその上流のフッポウシ川，霧

多布湿原の琵琶瀬川などにもアナストモージング

河道とみられる分流が図示されている。

道北の常呂川下流にもアナストモージング河道

が残っている。春山・大矢（1987）が「後背湿地

は泥炭が堆積し，ライトコロ川は網状を呈してい

る」と記しているのは，アナストモージング河道

を指している。

三角州の分流する河道は分岐anabranchと呼

ばれることが多く，アナストモージング河道の一

種であるが，北海道に現存するものでは，十勝川

河口に大津川などが作る分岐河道も広義のアナス

トモージング河道に含まれるもので､ある。

３．過去における北海道のアナストモージング河

道の分布

比較的近年まで北海道に多くのアナストモージ

ング河道が存在したことは，北海道開拓使発行の

地図類（図３）や，陸地測量部刊行の大正時代ま

での地形図からも確認できる。その分布は海岸に

近い湿原にみられる現在の分布域よりも遥かに広

く，特に内陸部の盆地（なかでも河川の盆地から

の出口近く）に多く存在した。

松浦武四郎の地図にも多くの「中の島」を持つ

河川が描かれており，一部ブレイデッド河道（い

わゆる網状河道）を含むとしても，大部分はアナ

ストモージング河道と考えられる。旧版の地形図

から明らかにアナストモージング河道と判読でき

るものは，天塩川上流の名寄盆地，石狩川上流の

上川盆地西部，十勝川中流の十勝平野西～中部な

どである。前二者は盆地からの川の出口に近く，

下流に狭窄部を持っており，十勝川の場合も下流

は台地が両側から氾濫原を狭めて盆地的な構造に

なっている。

見事なアナストモージング河道を五万分の一地

形図上に残しているのは，十勝川の帯広一池田間

のアナストモージング河道で,図４には1920年と

1974年の地形図を示した。なお1913年改版の地

形図でもちろん，わずか４ｋｍの間に姥別中嶋と

いう家屋や道路もある島をはじめ１５の島を作り，
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図４帯広一十勝間（幕別北方）のアナストモージング河道の変遷

左：参謀本部五万分の一地形図「十勝池田」1920年測図

右：国土地理院煮万分の一地形図「十勝池田」1972年修正測量．1974年発行

複雑に分岐・合流をし，その下流端に幕別川が合

流している。1920年版ではほとんどこれと変わり

が無いが，しかし1974年の地形図「池田十勝｣図

葉内ではバーとみられる中州が数箇所あるが，安

定した大きな島は無くなっている。

４．地名マクンベツとの関係

アナストモージング河道の発達していたこれら

三箇所に共通するのは，makun-petという地名が

残されていることで､ある。

マクンベツすなわちマクンペッというアイヌ語

地名は，「後川」「後背の川」（永田1891)，「奥から

来る川」「分水嶺の彼方に流れて行く川」（金田一

1932)などと意味の不明確な解釈がなされていた。

これに対して山田（1983）は，分流とかかわる

ものであることを指摘しており，伊藤（1982）は

さ向に的確にこの地名の特性を記している。すな
わちマクンペツは『舟行にあたって，中州をはさ

む大きな方の筋は流木のため通過できず，小さい

方の「奥の川」を通過しなくてはならない。この

ような舟行の必要上、命名された地名である｡』と

いう。

筆者ば，地名マクンベツの分布を調べ，全道に

広く，３０箇所ものマクンベツが分布していたこ

と性')，特に石狩川や十勝川流域に多かったことが

明らかになった(表１）。なお，マクンベツチャロ

とマクンベツフトのような一つのマクンベツの中

のセットとみられる地名は一つとして数え，パン

ケマクンベツとペンケマクンベツのようなセット

は二つと数えた｡注'）

地名マクンベツには幕別のほか，馬群別，摩勲

別などの漢字を当てることがある。

この地名マクンベツの中には，ブレイデッド河

道（いわゆる網状河道）やショートカットの途次

の蛇行河道が含まれている可能性もあるが，大部

分はアナストモージング河道であろう。したがっ

て，この地名が過去のアナストモージング河道を

探す手掛かりになりうる｡塗2）

しかしマクンベツ地名の無いアナストモージン

グ河道も多いし，utnay脇川とか，知里(1956)の

アイヌ地名辞典でいうpetutomosmausiとpete

ukopiusiとのセットなどの地名がみられること

もある｡注3）

５．アナストモージング河道の消失

これらのアナストモージング河道のうち，内陸

部のものはそのほとんどが消失しているが，それ

らの消失時期を地形図の測図年次を追って調べ

た。図５にその幾つかの例を示したが，これらか

ら，北海道の内陸部からこの河道の大部分が消失

したのはおおよそ１９２２年～1950年の間であるこ

と，さらにその後1970年まで､の間にほぼ全てが消
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表ｌ北海道に存在した地名マクンベツ

｜史料（文献

Ｊ －
ｌ松浦武四郎｢戊午日誌」
|永田（1891）．宇田川（1989）

|松繍武四郎｢廻繍日記」
｜「西蝦夷地分間」

地 名水系名

ｌ湧別川水系

２常呂川水系

３浦士別川水系？

４水系未詳

地 域

上湧別町

北見市

小清水町

斜里町

湧別川

常呂川

浦士別川？

マクンベツ

マクンベツ・タンネ（クンネ？）

マクンベツ

マクンベッ

マクンベッ

オホーツク海斜面

、年次

地域、

松浦武四郎「戊午日誌」

永田（1891）

松浦武四郎「戊午日誌」

松浦武四郎「戊午日誌」

松浦武四郎「戊午日誌」

松浦武四郎「戊午日誌」

皆川周太夫「十勝川筋之図

皆川周太夫「十勝川筋之図

松浦武四郎「十勝日誌」

松浦武四郎「東蝦夷日誌」

松浦武四郎「東蝦夷日誌」

標津町
？

阿寒町

新得町

清水町

音更町

帯広市

幕別町

幕別町

大樹町

大樹町

Hi繍||隠

庵訂忘

|涯曇隙

鐸騰
|雛

|忠類川

|蕊lI
l馴十勝川
|十勝lll

l蕊||綱'’
N謡÷

マクンベッ

マクンベツチャロ

マクンベッ
ｄト

マクンベツ

マクンベツ・マツクシマカンベッ

マクンベッ

シャッコマカンベッ

マカンベッ

マカンベッ.プト

ペンケマクンベッ

パンケマクンベツ

マクンベツ・マクンベツフト

マクンベッ

マクベッ

チライマクンベッ

マクンベッ

マクンベッ

ウェンマクンベッ

ホロマクンベツ・ウエンマクンベッ

チライマクンベッ

マクウンベッ

マクンヘツ

マクンベツ

マコンベッ

チライマクンベツ

マクンヘツ

マクウンベッ

太平洋斜面

（襟裳岬以東

静内町｜松浦武四郎「廻浦日記」

八雲町?長万部町？｜永田（'89'）
｢戊午日誌」太平洋斜面

（襟裳岬以西）

稚内市

士別市

名寄市

上川町

当麻町

幕別川

天塩川

名寄川

石狩川

牛朱別川？

松浦武四郎「天塩日誌」

松浦武四郎「天之穂日誌」（鈴木1984）

松田市太郎「イシカリ川水源見分書」

松浦武四郎「Ｔ巳日誌」．松田市太郎

「イシカリ川水源見分書」

松浦武四郎「東西蝦夷山川取調図」

松浦武四郎「丁巳日誌」．松田市太郎

「イシカリ川水源見分書」

松浦武四郎「再航石狩日誌」（山田1983）

松浦武四郎「Ｔ巳日誌」

松浦武四郎「再航蝦夷日誌」

松浦武四郎「西蝦夷日誌」

松浦武四郎「Ｔ巳日誌」

永田（1891）

愛別町・比布町石狩

旭川市

◎

石狩日本海斜面

深川市

滝川市

石狩町

仁木町（馬群月

喜茂別町

黒松内町？

石狩

石狩

石狩

余市

尻別

朱太

｢角川日本地名大辞典.北海道（上･下)」（竹内理三編，1987年）による。表中記載の文献のほか

◎

1９１０ 1930 950 1970

市街地が整備されていっても，なおアナストモー

ジング河道が残っていたことは多くの地図によっ

て確かめられた（例えば旭川市史１．２巻所収の

地図類，北海道大学北方資料室所蔵の旭川市街全

図などの地図類など)。

しかし1929～1932年に行った牛朱別川の切替

工事などの結果,旧河道を埋め立てて,約４．５ｋｍ２

の土地を生み出したが，アナストモージング河道

の多くは消失した。さらに第二次大戦後の水害に

対する対応として１９４８年以降改修工事が行われ，

旭川付近のアナストモージング河道はほぼ完全に

消失した。

なお一般的にはこの変化は，水田の拡大や都市

化の進展に伴い，河川改修が進んだことによるも

のと考えられるが，具体的には河川に対する考え

方．取り組み方の変化によるものである。すなわ

ち，①アイヌ民族によって，河川は交通路や漁場

－１９－

湧別川下流

(中湧別～下湧別）

天塩川中流

(名寄付近）

十勝川中流

(芽室）

十勝川支流

(札内川中札内）

十勝川分流

(大津川大津）

◎

△
｜

×

△
｜
×

△
一
。

△
｜
△
｜
◎

◎

失したこと，および海岸に近い地域にはほぼ残存

したこと，などが知られる。内陸部における，そ

の変遷過程を多くの都市図の残されている旭川市

の例によって追ってみた。明治以降の旭川市は，

◎

図５地形図の測図年次からみたアナストモージング

河道の変化

《地理調査所･国土地理院地形図による。主に山口ら編

（1980）：日本図誌体系収録のものを用いた｡》

◎存在する．△一部のみ存在する．×消滅している．



と考えられていた時代，から〆②次第に移住して

きた和人が,やはり河川を交通路としていた時代，

やがて③河川を氾濫を繰り返し，農牧業や交通の

支障になるものと考える時代，へと河川，特にア

ナストモージング河道の評価が変わったことがそ

の遠因である。

しかし直接変化を引き起こした原因は，北海道

における河川改修事業の方式の転換である。この

河川改修の基本的な転換の過程を，北海道庁河川

課（1939）・北海道開発局（1960）の記述などに基

ずいて概観すると，次のようになる。

1869～1883年お雇い外国人の指導の下に，創

成川などの工事はあったが，全般的に

は河川のままであった。

1887～1900年北海道庁による，ごく部分的な

河川工事があった。

１８９８年全道に大水害，北海道治水調査会発

足。

１８９９年岡崎文吉博士が招聴され，以後１０ケ

年の調査後,治水計画を立案提出した。

（その思想は｢河道の自然主義｣であっ

た｡）

１９１０年北海道第一期拓殖計画立案。河川改修

事業も含まれたが，「河道の自然主義」

は変わらなかった。

１９１８年名井九介博士北海道庁技師として着

任。「河道の自然主義｣を廃し，捷水路

を主とする方式を採用。

１９２７年北海道第二期拓殖計画立案。

1946年までの計画として進展する

が第二次大戦の激化･敗戦により中断。

１９４７年キャスリン台風により大きな被害。

この前後、水害が頻発した。

1952年北海道開発第一次５ケ年計画始まる。

河川改修事業は同計画に含まれ急速に

進展した。

１９５８年北海道開発第二次５ケ年計画始まる。

以上の経緯から明らかなように,「河道の自然主

義」に拠って河川が改修されていた時期には，ア

ナストモ．－ジング河道はほとんど残存していた

が，１９１８年の方式の転換と１９２７年の北海道第一

期拓殖計画によって急速に消失していったのであ

る。わずかに残っていたアナストモージング河道

も第二次大戦後に失われ，海に近い泥炭地などに

極めて少数残るのみとなっている。

例外的に新たにアナストモージング河道が形成

された網走湖に注ぐ網走川のデルタのような例も

ある。大矢ら（1984）が地形図から指摘するよう

に１９２４年の測図のものに比し’954年のそれでは

湖の埋積が進んでいる。それに伴い形成されたデ

ルタにはアナストモージング河道が出来たのであ

る。ただし’970年測図の地形図では人為的な改変

によって，本来のアナストモージング河道の形は

失われつつある｡注4）

おわりに

北海道には全道に多数のアナストモージング河

道が過去に存在し，そこにはマクンベツなどの地

名も多かったが，昭和の初めの河川改修により大

多数が消失した。海に近い泥炭地などには若干の

アナストモージング河道が現在する。しかし，ま

だ多くの（主として消失した）アナストモージン

グ河道に関する資料や情報が残されていると思わ

れる。筆者のいう「歴史地形学的手法」による研

究として，今後これらの集積と分析を進め，さら

に隣接の諸分野の協力も得て，過去の自然とその

人為的な改変との，より適確な把握がなされるこ

とを期したい。

本稿は1989年９月，北海道地理学会･東北地理学会合同

大会（札幌）において発表した内容をもとに，補足訂正を

加えたものである。資料などのご教示やご恵贈を頂いた弘

前大学教養部今井敏信教授，北海道大学文学部羽田野正隆

教授，旭川工業高等専門学校木村光夫教授（当時）の各位

に篤くお礼申し上げる。また北海道大学図書館北方資料室

などお世話になった各機関に謝意を表する。

】王

注１）羽田野（1989）も北海道のアイヌ語地名を３種の史

料から拾いあげて，その延べ数を出しているが，マクンベ

ツは２５箇所となっている｡延べ数であるから重複するもの

も数え上げられている可能性はあるが,筆者の数えた３０箇

所に近く，北海道全土のマクンベツ系地名の総数はこれら

の数値に近いものと見られる。

注２）地名マクンベツのあったアナストモージング河道

－２０－



Iま，アイヌの人々にとって単なる漁場や交通路以上の意味

を持つ場合もあったと思われる。常呂川中流の中ノ島遺跡

はマクンベツの付近にあり，イオマンテの送り場遺跡（宇

田川1989）であった。

注３）知里（1956）の地名アイヌ語小辞典の中のＰ９３の説

明文には誤りないしは混乱があり，正しくはpetutomo‐

smausiは川の分岐点（アイヌからいえば合流点）になり，

peteukopiusiが川の合流点になる。

注４）このようにアナストモージング河道の多くが消失し

たことは生態系にも大きな変化をもたらしたに違いない。

北海道の場合の細部は分からないが，フランスのローヌ川

においては，アナストモージング河道とプレイデッド河道

（いわゆる網状河道）とが河川工事により消失してゆくこ

とによって生じる生態系の破壊と変化が，Ｒｏｕｘ（1989）に

よって詳しく報じられている。
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